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令和６年１１月８日付けで募集した「旧マオイゴルフリゾート跡地施設活用

事業」に係る契約候補者の審査結果を次のとおり報告します。 

 

【契約候補者】 

JFE エンジニアリング株式会社 

 

 

令和７年３月１０日 

 

旧マオイゴルフリゾート跡地施設活用事業プロポーザル審査会 

委員長 藤 本 直 樹 
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１ 審査委員 

  委 員 長  藤 本 直 樹  北海道情報大学 教授 

  副委員長  大 上 容 子  北海道空知総合振興局 地域産業担当部長 

  委  員  齊 藤   修  IGES 上席研究員（東京大学客員教授） 

  委  員  吉 田   磨  酪農学園大学 教授 

  委  員  仲 野   満  公募委員 

  委  員  駒 谷   敏  長沼町総務財政課長 

  委  員  青 野 直 樹  長沼町政策推進課長 

 

２ 募集・審査の経過 

日程 内容 

令和６年 11 月８日 公募開始 

11 月 29 日～12 月６日 現地見学会対応（５者） 

12 月 20 日 応募申込受付〆切 

・ゴルフ場エリア ～ ３者から申込 

・フラワーパークエリア ～ １者から申込 

⇒ 事務局による審査の結果、４者とも

応募資格が満たされていることを確認 

令和７年 １月８日 旧マオイゴルフリゾート跡地施設活用事業

プロポーザル審査会設置 

１月 20 日 フラワーパークエリア応募事業者辞退 

  ２月４日 事業提案書受付〆切 

・ゴルフ場エリア ～ ３者から提出 

  ２月 10 日 審査委員会 

・審査基準、配点、スケジュール等を審議 

  ２月 25 日 審査会 

・事業者によるプレゼンテーション 

・審査委員によるヒアリング、審査 

・契約候補者の決定 
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３ 審査方法 

実施要領の審査項目に基づき、①「事業提案書等及びプレゼンテーション

の審査による評価点（事業評価点１９０点満点）」を審査委員が採点し、②

「提案価格による評価点（土地賃貸提案価格点：１０点満点）」を加えた合計

点（総合評価点）を算出する。 

総合評価点が最も高い事業者を契約候補者として選定する。 

 

４ 審査内容 

旧マオイゴルフリゾート跡地施設活用事業プロポーザル審査会は、学識経

験者３名、地域産業に関する有識者１名、公募委員１名、町職員２名の計７

名により構成され、２月 10 日の審査委員会において会議の公開・非公開、

審査基準、配点、審査スケジュール等について審議した。 

２月 25 日の審査会では、事業提案書等の提出があった３者からそれぞれ

プレゼンテーションを受け、審査委員からのヒアリングも行い、提出書類の

内容も踏まえ厳正に審査した上で各委員による採点を集計した。 

 

５ 審査結果 

 配点 契約候補者 A 社 B 社 

事業評価点 

<190 点/名> 
1330 点 1127 点 922 点 705 点 

提案価格点 

（提案価格） 

<10 点/名> 

70 点 
63 点 

(5,615,400 円) 

63 点 

(5,615,400 円) 

70 点 

(5,616,000 円) 

総合評価点 

<200 点/名> 
1400 点 1190 点 985 点 775 点 

 ※委員１人あたりの配点（＜ ＞）が事業評価点 190 点、提案価格点 10 点

の合計 200 点満点で、表中の配点は委員数（７名）をかけたもの、得点は

委員７名の合計。 

 ※総合評価点の６割（840 点）未満となった場合は不採用 
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６ 審査の講評 

・全般的に提案内容が本プロポーザルの趣旨に合致したものであった。 

・事業の具体性、実現性、継続性の部分で審査の評価が大きく分かれた。 

・契約候補者の事業はゴルフ場エリアを活用し、クラブハウス及びホテルは活

用しない。 

・主な事業内容は、ゴルフ場コース（フェアウェイ）を中心にオノエヤナギを

植林し、オノエヤナギを植林しないところは針葉樹を植林する。 

・ゴルフ場外周部の森林は景観の維持や木くずの飛散防止のため残し、倒木等

の恐れがないよう維持管理を行う。 

・ゴルフコースの柳は機械で伐採し、木質バイオマス燃料用のチップとして販

売する。 

・ゴルフ場のマオイ・ワッカ 17 番ホールは原木の土場として活用し、原木の

乾燥や機械によるチップ化を行う。 

・植樹した針葉樹は育林した上で、賃貸期間終了後長沼町に残したままにす

る。 

・練習場及びショートコースクラブハウスについては地域に開かれた場とし、

町民と協議しながら活用方針を決めていく。 

・契約候補者の財務内容は良好であり、また資金計画が具体的でありかつ賃貸

期間が 30 年弱と長期に渡るため、長沼町への財政的なメリットや事業の継続

性が他の提案と比較して高かった。 

・運営形態、人員配置、雇用方針などが具体的であり、事業の実現性が他の提

案と比較し優れていた。 

・事業当初からエリア全体を活用する計画であり、荒廃したゴルフ場内の早急

な環境改善を見込める。 

 

【付帯意見】 

カーボンニュートラルや環境学習などの取り組みなど、町民をまきこんだ形

でソフト面の事業や地域連携なども進めてほしい。 

 

 

以上。 


